
前回の会議の振り返り

令和３年５月２５日

第１回三沢市中小企業振興会議

案件⑴

資料1



【１】：各委員からの前回の発言内容
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各委員からの発言内容 (1/５）

久保委員

〇人材の確保・育成について

→長期的な視点、教育という面で、小中高生に対して何かやれることがあるのではないか。

→（市）現在市で取り組んでいる事業を継続、または強化していきたい。

〇魅力がある場所には人が集まる。その魅力のある場所を作るのはそこに住んでいる人たちであるので、その人たちが魅力ある人たちでなけ
れば魅力のある町にはならないのではないかと思っている。

→三沢市においても、歴史上の偉人が残してきたものを引き継ぎ、伝えていくということが何かできればよいのではないか。

〇地域から転出者が多いということは短所であると思われるが、短所を長所に変えるという考えはないのかなと思っている。

→なるべく外に行かせないようにという取組もあるが、どんどん出て行ってください、そして三沢市の為になるようなことを学んで戻ってき
てください、というようなやり方もあるのではないか。

〇(市)進学率が上がっている状況で、三沢から出ないようにということは、実際のところ現実的ではないと考えている。

→(市)一度大学進学等々で地元を離れた、あるいは就職で地元を離れたというような三沢出身者を地域に戻すというような取組をしてい
く必要がある。

中村委員

〇今回設定した共通課題は、三沢市だけでなく、青森県が抱えている課題だ。

→県内や県外の機関と連携する等の取組も少し計画の中に盛り込めればいい。

〇やはり飲食業や宿泊業が、コロナの影響を受け続けている。

〇小規模事業者は事業転換が難しいケースも多い。

→知恵出しの部分で、現状何をやるか、ウィズコロナの状態で何をやるのか、その後コロナが終わったときにどういう展開をしていくの
かというところまで、一緒に考えていかないとなかなか立ち行かないのではないか。

〇年間約400社に専門家に無料で入ってもらい、計画を作る事業を行っている。

〇お金の提供はもう限界があるので、皆様のお知恵が欲しいと切に思っている。

稲川委員

〇人口減少について。市内で働く場の確保をすることで、若年者が定着し、家族が増えれば人口減少にも歯止めをかけられるのでは
ないか。

〇建設業において女性の監督も最近見るようになったが、女性が働ける場というのは限られていると思っている。

〇外国人の塗装工が米軍基地に入りたいというときにパスが取れないという問題がある。
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各委員からの発言内容 (2/5）

田村(正）委
員

〇進学等で一旦市外へ出た人を（市内に）戻せていない。

〇三沢出身の当大学の学生について、過去三年間の卒業生で、三沢出身かつ三沢に戻った学生は30名であり、その就職先が、三沢
病院の看護師として4名、サービス業が1名、残りの25名は幼稚園・保育園の短期大学の幼児保育学科で教員資格を取得する方々。

〇地域経営学部、人間健康学部などにおいては、三沢出身の学生で三沢に就職したという該当者はなし。つまり三沢の場合、地元に戻
りたいという気持ちがあったとしても、資格を持っていなかったらなかなかマッチングしないということではないか。

〇三沢出身の学生は毎年30名ほどいるが、就職希望先は首都圏、仙台・盛岡・八戸と県外が多かったが、今は少し地元志向が強くなっ
てきている。

〇就職先確保の話となると、求人票の割合が八戸で10だとすれば、三沢で1あるかないかくらいの、かなり少ない状況だ。

〇コロナの影響で、当大学も近場の高校から受験する方が例年より多めかなと感じていた。問題なのは、その人たちが卒業する、二
年後、四年後のアフターコロナにおける入りやすい大学に入ったという方がどのような形で就職の選択をするのかということである。

→その辺りを見据えたアフターコロナにおける（就職の）マッチングというのもこれから考えていく必要があるのではないか。

〇コロナが流行る前に沖縄に旅行に行った際に、沖縄タイムズという新聞を見たら、求人票のところに、基地内の求人情報が載っていた。

→三沢でもゲートの中の求人というのが意外とあるのではないか。

〇宮崎県も青森と同じように高校生が県外流出をしていて、その流出率が日本一位だったが、保護者に企業見学などを実施したところ、
県内就職のポイントが若干改善したということがあった。

→高校生中学生にも確かに将来の夢というのがあるとは思うが、親御さんの方をターゲットに絞る等、どのように、どこにターゲットを絞るかと
いったところも重要。

〇卒業して就職し、三年か四年で、仕事を辞めようかと思っている、転職をしようという学生がたまにいる。今は終身雇用というよりも転職を
するのがある意味当たり前になりつつある。

〇都会に出て行って、転職などで地元に戻るタイミングは、新卒と同じタイミングではない。

→都会から戻ってきたいというニーズに対応できる、雇用のパターンを制度として考える必要があるのではないか。

前田委員
〇外国人ができる職種は様々あるが、基地や日本原燃の入場審査は厳しい。外国人は入れないというのが事実である。
→この事実を分かった上で外国人の雇用をこれから議論していければと思っている。
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各委員からの発言内容 (3/5）

田村(修）委
員

〇人口減少・社会減関連について。一度流出した人々の声、所謂「なんで戻らないのか」という点について分析が必要だ。

→それを把握することによって、（市内に）戻させるための対策に繋がると思われる。

〇高校生の今の状況からすれば、賃金ではなくて、やはり時間の部分で、自由な時間が作れるかどうかというところに目を向けた選
択をする傾向が強い。

→職場環境の整理をしていくことが、職場定着に繋がっていくと思っている。

〇高校生が地元に残るかどうかというところに保護者の意向というのも大きな点であると思っている。

→保護者に対するセミナーを学校に依頼をしてやっていったらどうか。

〇今年は企業見学等ができなかったが、わずかながらリモートによる企業の説明も少しずつ導入されてきている。

→今後はそういった方にも進んでいくのではないかと思っている。

片山委員
〇三沢市には米軍基地があるので、外国人との距離感は、他の地域に比べて非常に近いのではないかと感じている。外国人実習
生に対しての取組・強化ということが避けては通れない。
→外国人の方々が働いて定着することへの仕掛けや仕組みを整備する必要がある。

附田委員

〇外国人の雇用は増えてきているが、コロナ禍で入国できないなど課題もある。
〇高校生の進学率が高くなっていていることと、絶対数が少ないということで、高校生の採用を諦めている企業も出てきている。
〇「多様な人材の採用」に焦点を置かざるを得ないと思っており、女性をいかに活かすかというのが非常に重要である。
〇今建設業でも、現場でする仕事よりも、書類の作成や、事前調査等の事務比率が非常に高くなってきている。
→雇用の多様化というのが、企業努力である程度できる環境にもある。例えば発注者側にもそういったところを少し重要視していただけれ
ば、女性の雇用も拡充していくと思う。加えて、女性が仕事をするためにはどうしたらいいのかという行政側の支援という役割分担ができるの
ではないか。

花田委員
〇人材の確保について。地元の高校や大学の先生と情報交換する機会があればよいと思う。
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各委員からの発言内容 (4/5）
〇人口流出について、このコロナ禍で、外語学系の大学に進み、留学しようとしたが留学できなかった、あるいは留学したものの帰ってこられ
なかった、という話がある。三沢市には、海外に行かなくても三沢基地の中でアメリカの経験ができるという強みがある。
→これから三沢市としてどのようにアメリカの文化を学べる場所として基地を活かした取組していくのか。

〇六戸高校がなくなるにあたって、今後子どもたちが進学先として三沢を選んでくれたら、もしかしたら将来三沢市に住んでくれるかもしれな
いという可能性もある。
→早いうちから、学校等をどのように活用していくかを考えることが今後の課題であると感じている。
〇企業を見学する機会をもっと増やす等しなければ、高校生が企業の内容を知るのは非常に難しい。
→それを高校生が独自に申し込むのではなく、例えば三沢市が、学校と、見学日程（の調整）をするだとか、インターンのような一日見学
コースを組むであるとか、そのような取組はどうだろうか。一企業で取り組むとなるとなかなか難しい。
〇（市）三沢管内の高校生に行った進学意識の調査でも、情報収集の際、やはりネット中心になっている一方で、インターンのような体
験型のものを求めているという結果がある。
→例えば市町村との繋がりがある企業や、その関連団体が繋がっている企業等とのネットワークを少しでも増やしていき、生徒達の選択肢
の幅を広げていきたいと学校側も強く望んでいる。

〇高校生はなかなか企業を知る機会がないので、親や先生が行けって言ったということで就職するが、本人が本当にやりたい仕事は
他にある場合があり、三年で離職する人は結構そういう傾向がある。
→親だけではなく子どもの意見も大事だと思うので、親子見学バスツアーとか、両方の観点からできるような取組もできればと考えている。

〇（市）実施したアンケートでも同様の結果で、「進路を決めるときに誰の意見を一番参考にしたか」という項目に関し、7割以上の生徒
が「母」と答えていた。次いで「父」、そして「学校の先生」と続き、「自分で決めた」という方は一番少なかった。
→情報の発信のしどころを、当人である学生だけでなく、保護者、そして学校の先生という形で、相互に連携していかなければいけない。

〇(市)「仕事をする上で何を大事にするか」ということについては、一番大事にしたいのは「その仕事が自分に合っているかどうか」であった。
→自分に合った仕事があるかどうかというのは「選択肢の多さ」で決まってくるものではないかと思っている。地元よりは都市部の方がその選択
肢が多く、それに伴って自分に合った仕事が選べるという意識があるのではないか。

〇基地外にも外国人を対象とした職業が三沢にはあるので、外国人を雇うことは可能だと思う。
〇雇用という点で、派遣さんを使ったりする。忙しい期間だけ派遣さんを頼んで、そこでマッチングして、社員に登用するというケースもある。

〇岩手県のお試し移住という取組で、まずは一か月住んで働いてみて、それでよかったら移住する、という取組があった。
→市外に出ていくのは仕方がない、では他から受け入れようという取組をできればいいのではと思っている。

〇オンラインでの接客にいち早く取組んでいる。オンラインに対応する技術的な面でカバーしてもらえないとハードルが高くてうまくいか
ない。
→市内事業者のオンライン対応をカバーしてくれるIT系の会社の説明会ができないか。

野村委員
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6

保坂委員

各委員からの発言内容 (5/5）

〇人材の確保・働き方改革関連について。就職前の学生さん、生徒さんたちに、働くこと、仕事の意味等を教えることはもちろん、今現在
働いている人等が考え方をアップデートしていく、所謂「学び直し」という取組も今後必要な、取り組むべき課題として挙げられていく。

〇仮に大学進学や就職で市外に出たとしても、やはり魅力があればまた戻ってくる可能性がある。そこで戻ってこない、戻ってきたくない
と思わせる何かがやはりあるのではないか。
〇青森県が実施した、「男女共同参画に関する県民意識調査」の結果で、「家庭や職場で男性優位と考える」人の割合が、「女性優
位」「平等」と考えているひとよりも多いことが分かったという調査結果がある。
→人材確保に向けた働きやすい環境づくりにおいては、女性がまた戻ってきたい、働きたいという環境と風土を整えることが非常に重要では
ないかと考えている。

〇外国人労働者を雇うにしてもそれなりの初期投資が必要になり、それができる中小企業も限られてくる。
〇Uターン人材等の採用のところで、なかなか地方に来てください、移住してくださいというのもすごくハードルが高い。
〇今の20代30代で例えば首都圏で勤めている方の中には、地方だと自分のやりたい仕事がない、それに見合うだけの給料が出せる
会社もない、ただ、地域・地元に対して貢献したという思いがある方が結構多い。
→ふるさと兼業や、副業で、首都圏の優秀な人材を業務委託の形で事業に携わってもらうという取組を始めている。

〇八戸市では、タクシーの三八五交通さんと飲食店が協同して、お弁当の宅配事業をしていた。
→今後高齢者が増えていった際、会場に来られなくてもおいしいお弁当が食べられるこのような事業があると、コロナ対策云々ではなく、今
後の新しい事業転換という形でも進めていけるのではないか。

〇Zoomやウェブ会議を最初に使う際、技術的に慣れていないと大変だが、ニーズは非常に高まっている。

村松委員

〇外国人技能実習生制度を使ってベトナムの方を22,23人雇用している。一次産業は非常に人手不足である。
〇給与を上げ、社宅制度も充実しても日本人はなかなか集まらないということで、更に外国人技能実習生の割合を増やす傾向は
続く。
→外国から日本を選んでもらえるようにする必要がある。



【２】：各委員からの発言を共通課題ごとに整理
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＜人口減少への対応＞

〇地域から転出者が多いということは短所であると思われるが、短所を長所に変える（どんどん出て行って、そして三沢市の為になるようなことを学んで
戻ってきてください）という考えはないのかなと思っている。(久保委員）

〇人口減少・社会減関連について。一度流出した人々の声、所謂「なんで戻らないのか」という点について分析が必要だ。（田村（修）委員）

〇人口減少について。市内で働く場の確保をすることで、若年者が定着し、家族が増えれば人口減少にも歯止めをかけられるのではないか。（稲川
委員）

〇「仕事をする上で何を大事にするか」ということについては、一番大事にしたいのは「その仕事が自分に合っているかどうか」であった。自分に合った仕事
があるかどうかというのは「選択肢の多さ」で決まってくるものではないかと思っている。（市）

〇仮に大学進学や就職で市外に出たとしても、やはり魅力があればまた戻ってくる可能性がある。そこで戻ってこない、戻ってきたくないと思わせる何かが
やはりあるのではないか。（保坂委員）

＜社会減(若い世代の流出）への対応＞

〇進学率が上がっている状況で、三沢から出ないようにということは、実際のところ現実的ではないと考えている。（市）

〇進学等で一旦市外へ出た人を（市内に）戻せていない。（田村（正）委員）

〇高校生が地元に残るかどうかというところに保護者の意向というのも大きな点であると思っている。（田村（修）委員）

〇三沢出身の当大学の学生について、過去三年間の卒業生で、三沢出身かつ三沢に戻った学生は30名であり、その就職先が、三沢病院の看護
師として4名、サービス業が1名、残りの25名は幼稚園・保育園の短期大学の幼児保育学科で教員資格を取得する方々。（田村（正）委員）

〇地域経営学部、人間健康学部などにおいては、三沢出身の学生で三沢に就職したという該当者はなし。つまり三沢の場合、地元に戻りたいという
気持ちがあったとしても、資格を持っていなかったらなかなかマッチングしないということではないか。（田村（正）委員）

〇三沢出身の学生は毎年30名ほどいるが、就職希望先は首都圏、仙台・盛岡・八戸と県外が多かったが、今は少し地元志向が強くなってきている。
（田村（正）委員）

〇宮崎県も青森と同じように高校生が県外流出をしていて、その流出率が日本一位だったが、保護者に企業見学などを実施したところ、高校生の県
内就職のポイントが若干改善したということがあった。（田村（正）委員）

〇コロナが流行る前に沖縄に旅行に行った際に、沖縄タイムズという新聞を見たら、求人票のところに、基地内の求人情報が載っていた。（田村
（正）委員）

〇人口流出について、このコロナ禍で、外語学系の大学に進み、留学しようとしたが留学できなかった、あるいは留学したものの帰ってこられなかった、と
いう話がある。三沢市には、海外に行かなくても三沢基地の中でアメリカの経験ができるという強みがある。（野村委員）
〇六戸高校がなくなるにあたって、今後子どもたちが進学先として三沢を選んでくれたら、もしかしたら将来三沢市に住んでくれるかもしれないという可能
性もある。（野村委員）

[共通課題１]

地域の人口
減少・社会減
（人材流出）
への積極的
対応
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各委員からの発言を共通課題ごとに整理 (1/３）



＜人材の確保（全体）＞
〇人材の確保・育成について。長期的な視点、教育という面で、小中高生に対して何かできることがある。（久保委員）
〇就職先確保の話となると、求人票の割合が八戸で10だとすれば、三沢で1あるかないかくらいの、かなり少ない状況だ。（田村（正）委員）
〇コロナの影響で、当大学も近場の高校から受験する方が例年より多めかなと感じていた。問題なのは、その人たちが卒業する、二年後、四年後のア
フターコロナにおける入りやすい大学に入ったという方がどのような形で就職の選択をするのかということである。（田村（正）委員）
〇人材の確保について。地元の高校や大学の先生と情報交換する機会があればよいと思う。（花田委員）

＜高校生の採用＞
〇高校生の今の状況からすれば、賃金ではなくて、やはり時間の部分で、自由な時間が作れるかどうかというところに目を向けた選択をする傾向が強い。
（田村（修）委員）
〇三沢管内の高校生に行った調査でも、情報収集の際、やはりネット中心になっている一方で、インターンのような体験型のものを求めているという結
果がある。（市）
〇企業を見学する機会をもっと増やす等しなければ、高校生が企業の内容を知るのは非常に難しい。（野村委員）
〇高校生はなかなか企業を知る機会がないので、親や先生が行けって言ったということで就職するが、本人が本当にやりたい仕事は他にある場合があり、
三年で離職する人は結構そういう傾向がある。（野村委員）
〇高校生の進学率が高くなっていていることと、絶対数が少ないということで、高校生の採用を諦めている企業も出てきている。（附田委員）

＜多様な人材の確保＞
〇卒業して就職し、三年か四年で、仕事を辞めようかと思っている、転職をしようという学生がたまにいる。今は終身雇用というよりも転職をするのがある
意味当たり前になりつつある。（田村（正）委員）
〇都会に出て行って、転職などで地元に戻るタイミングは、新卒と同じタイミングではない。（田村（正）委員）
〇雇用という点で、派遣さんを使ったりする。忙しい期間だけ派遣さんを頼んで、そこでマッチングして、社員に登用するというケースもある。（野村委
員）
〇今の20代30代で例えば首都圏で勤めている方の中には、地方だと自分のやりたい仕事がない、それに見合うだけの給料が出せる会社もない、ただ、
地域・地元に対して貢献したという思いがある方が結構多い。（保坂委員）
〇「多様な人材の採用」に焦点を置かざるを得ないと思っており、女性をいかに活かすかというのが非常に重要である。（附田委員）
〇今建設業でも、現場でする仕事よりも、書類の作成や、事前調査等の事務比率が非常に高くなってきている。（附田委員）
〇建設業において女性の監督も最近見るようになったが、女性が働ける場というのは限られていると思っている。（稲川委員）
〇岩手県のお試し移住という取組で、まずは一か月住んで働いてみて、それでよかったら移住する、という取組があった。（野村委員）
〇Uターン人材等の採用のところで、なかなか地方に来てください、移住してくださいというのもすごくハードルが高い。（保坂委員）

[共通課題２]

地域企業の
人材確保に
向けた働き
やすい環境
づくり
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各委員からの発言を共通課題ごとに整理 (2/３）



＜コロナの市内経済への影響＞

〇やはり飲食業や宿泊業が、コロナの影響を受け続けている。(中村委員）

＜デジタル化への対応＞

〇今年は企業見学等ができなかったが、わずかながらリモートによる企業の説明会も少しずつ導入されてきている。（田村（修）委員）

〇オンラインでの接客にいち早く取組んでいる。オンラインに対応する技術的な面でカバーしてもらえないとハードルが高くてうまくいかない。

（野村委員）

〇Zoomやウェブ会議を最初に使う際、技術的に慣れていないと大変だが、ニーズは非常に高まっている。（保坂委員）

＜新しい生活様式への対応＞

〇小規模事業者は事業転換が難しいケースも多い。（中村委員）

〇年間約400社に専門家に無料で入ってもらい、計画を作る事業を行っている。お金の提供はもう限界があるので、皆様のお知恵が欲しいと切に思っ
ている。（中村委員）
〇八戸市では、タクシーの三八五交通さんと飲食店が協同して、お弁当の宅配事業をしていた。（保坂委員）

[共通課題３]
withコロナ・
afterコロナ・

「新しい生活
様式」への対
応
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各委員からの発言を共通課題ごとに整理 (3/３）

[共通課題２]

地域企業の
人材確保に
向けた働き
やすい環境
づくり

＜多様な人材の確保（外国人）＞

〇外国人の塗装工が米軍基地に入りたいというときにパスが取れないという問題がある。（稲川委員）

〇外国人の雇用は増えてきているが、コロナ禍で入国できないなど課題もある。（附田委員）
〇外国人ができる職種は様々あるが、基地や日本原燃の入場審査は厳しい。外国人は入れないというのが事実である。（前田委員)

〇三沢市には米軍基地があるので、外国人との距離感は、他の地域に比べて非常に近いのではないかと感じている。外国人実習生に対しての取組・
強化ということが避けては通れない。（片山委員）

〇外国人労働者を雇うにしてもそれなりの初期投資が必要になり、それができる中小企業も限られてくる。（保坂委員）
〇基地外にも外国人を対象とした職業が三沢にはあるので、外国人を雇うことは可能だと思う。（野村委員）
〇外国人技能実習生制度を使ってベトナムの方を22,23人雇用している。一次産業は非常に人手不足である。（村松委員）
〇給与を上げ、社宅制度も充実しても日本人はなかなか集まらないということで、更に外国人技能実習生の割合を増やす傾向は続く。（村松委
員）

＜働きやすい環境づくり＞
〇青森県が実施した、「男女共同参画に関する県民意識調査」の結果で、「家庭や職場で男性優位」と考える人の割合が、「女性優位」「平等」と
考えている人よりも多いことが分かったという調査結果がある。（保坂委員）
〇人材の確保・働き方改革関連について。就職前の学生さん、生徒さんたちに、働くこと、仕事の意味等を教えることはもちろん、今現在働いている人
等が考え方をアップデートしていく、所謂「学び直し」という取組も今後必要な、取り組むべき課題として挙げられていく。（保坂委員）


